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自己紹介

連続式真空焼鈍炉の導入事例

講演概要

・会社説明

・導入先について

・納入背景

・既設雰囲気炉について

・真空連続炉について

・ 導入効果

講演者プロフィール

大同特殊鋼株式会社
機械事業部 熱処理設備部
熱処理設計室
井田 健太
・2017年入社
・真空連続炉の機械設計業務に従事



機械事業部

連続式真空焼鈍炉の導入事例

大同特殊鋼株式会社 機械事業部
熱処理設備部 熱処理設備設計室

井田健太
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【社 名】大同特殊鋼株式会社
【創 業】 1916年(大正5年)
【社員数】 12,054名（連結），3,347名（単独）
【資本金】 371億7,246万4,289円
【売上高】 5,781億円（連結）2025年度

3,727億円（単独）

【事業内容】
◆特殊鋼鋼材
◆機能材料，磁性材料
◆自動車部品，産業機械部品
◆エンジニアリング
◆流通サービス

【主要取引先】
自動車，航空機，船舶，鉄道，産業機械，農業機械，建設機械
重電，家電，電子機器，エネルギー，医療，鉄鋼，行政機関

出典: 統合レポート2025を基に加筆修正

(連結・2025年度)

5,781

2,078

1,9981,179

266
260

大同特殊鋼について



4/22

© 2016-20 DAIDO STEEL CO.,LTD. All Rights Reserved

出典: 統合レポート2025を基に加筆修正
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大同特殊鋼グループ ～主要４セグメント～
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レアアースマグネット

大同特殊鋼グループ ～商品の一例～

航空機用エンジンシャフト エンジンバルブ

出典: 統合レポート2025,2023

自動車用歯車
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出典: 統合レポート2025

大同特殊鋼グループ ～成長市場への活動～
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特殊鋼鋼材の製造・加工工程
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工 程
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青字＝当社販売商品

特殊鋼鋼材の製造・加工工程
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導入先について

◆浜名部品工業株式会社

・業種  ：自動車・二輪・特機用各種部品の製造

・主な生産品 ：プロペラシャフト、エンジン関連部品、シフトデバイス等

・加熱対象物 ：プロペラシャフト構成部品

・加熱対象工程 ：IA（切削加工前熱処理）、SA（冷間鍛造前熱処理）

・補足情報 ：大同設備で熱処理している部品は大半が自動車（四輪）向け。
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納入背景 ～課題と解決策～

ローラーハース式連続真空熱処理炉 ※当社保有の「真空熱処理技術」を活用
＜主な特徴＞ 
①真空処理により雰囲気ガスを必要としない(雰囲気生成のためのCO2排出をゼロに)
②電気ヒータ加熱方式を採用。CO2フリー電力使用でカーボンニュートラル実現。
③可燃性ガス不使用で異常燃焼の危険性がなく無人操業が可能。炉壁が水冷構造による作業環境改善。
④真空環境のみで使用可能な材料を選定可能。

・雰囲気熱処理から真空熱処理への代替え→真空(雰囲気ｶﾞｽ不要)＋電化によるCN実現へ

＜従来連続炉の課題＞
＊脱炭を抑制する雰囲気(CO、H2、N2など)で行うことが一般的
⇒雰囲気を精製するために化石燃料の使用が不可欠のため、CO2の削減が困難

＊装置周辺の作業環境が悪い
⇒炉からの放熱やバーナーとの距離が近いことで危険

＊休止中も炉温・雰囲気保持のため、稼働させる必要あり
⇒土日も炉の保安監視要員が必要

＊熱負荷が高いため、機器の消耗が早くメンテンス費用が嵩む。
⇒使用可能な材質では改善が困難

ご提案
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既設雰囲気炉について

11

脱炭
鋼材表面で固溶Cがガス（CO2、H2O、O2）と反応し、C濃度が減少する現象

脱炭の種類
・トータル脱炭

 Cの拡散により表面付近の
 C濃度が減少する現象

・フェライト脱炭
 γ→α変態を伴う脱炭現象
 

フェライト脱炭層

化石燃料の燃焼により、H2＋CO＋N2を作成。
炉内に導入し続けることで、脱炭を防止。
⇒炉内雰囲気を制御し続ける必要があり、化石燃料の削減が困難。
雰囲気作成まで時間がかかるため、
材料の処理が無くても導入を継続する必要がある。

脱炭すると鋼材の表面硬度が低下し、品質不良が発生⇒炉内雰囲気作成により防止

対応
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既設雰囲気炉について

脱炭・酸化を防止する目的でCO・H2を導入している一方で、
有害・爆発の懸念有。
⇒排ガスや炉扉開放時にバーナーで雰囲気を燃焼させる必要あり。
作業環境の悪化および化石燃料の消費。

精製した炉内雰囲気ガス（CO、 H2 ）の大気放出を防ぐ必要あり ⇒ 燃焼

炉扉開放時にフレームカーテン

排気をバーナで燃焼
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雰囲気炉

◆ 休止中も炉温・雰囲気保持のため、炉停止させることが困難。
休日の保安監視要員が必要

･･･ 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 ･･･
生　産 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ×

炉温保持
(ｴﾈﾙｷﾞｰ消費)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

要　員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◆ 休止中も炉温・雰囲気保持のため、炉停止させることが困難。
休日の保安監視要員が必要

既設雰囲気炉まとめ

排気ガス

入口

フレームカーテン

雰囲気ガス生成

バーナー

雰囲気作成・排ガス燃焼・熱源 種々の要因により、CO2排出量の削減は困難
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導入技術解説 ～真空炉連続炉について～

前室 脱脂室
(減圧)

加熱室
(加圧雰囲気)

均熱室
(真空)

徐冷室
(雰囲気)

冷却室
(加圧雰囲気)

• ローラハース式搬送機構により室数の制限無し。
• 処理室およびゲート弁室の設計をモジュール化しており、
雰囲気の制約の無い自由な室構成が可能。

• 設置後の室の追加・削減など改造にも柔軟に対応可能。
• 前後工程を酸素フリーで直結する場合は、密閉フードおよび
トラッキング制御などのオプションをご提案可能。
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導入技術解説 ～納入した真空炉について～

<ローラーハース式連続真空熱処理炉納入：浜名部品工業株式会社＞

<ローラーハース式連続真空熱処理炉イメージ図>
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導入技術解説 ～処理雰囲気の比較～

そのまま屋外へ

真空炉

真空ポンプ

真空炉では脱炭・酸化要因ガスを排気可能 ⇒ 雰囲気生成・排ガス処理不要

O2

CO2

H2O

• 雰囲気生成のための化石燃料の消費不要。
• フレームカーテンや排ガスの燃焼がないため、周囲への放熱無し。
• 炉殻表面を冷却しているため、炉殻からの放熱も無し
⇒CO2排出量削減・作業環境の改善



17/22

© 2016-20 DAIDO STEEL CO.,LTD. All Rights Reserved

導入技術解説 ～立ち上げ操作の比較～

予約時刻を設定することで、
監視員無しで操業準備が開始される。

立ち上げだけでなく、立ち下げも可能。

既設炉の立ち上げには作業員必須 → 真空炉では無人で立ち上げ可能
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導入技術解説 ～使用材質の比較～

• 非水冷 ・・・省エネ＆水漏れリスク低減
• オシレーション不要・・・構造簡素化・長寿命

熱容量が少ないため、温度分布良し
• 高温強度 ・・・従来炉よりも積載重量の増加が可能

ただし、酸化性雰囲気での使用不可⇒既設雰囲気炉では使用不可材質

真空炉では、高温の処理室でカーボンコンポジット製ロールを使用可能
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導入技術まとめ

真空炉

･･･ 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 ･･･
生　産 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ×

炉温保持
(ｴﾈﾙｷﾞｰ消費)

○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ×

要　員 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ×

◆ 休止中は電源・ガスを遮断するため、監視要員不要
週末・連休前後の変則勤務シフトが軽減可能。
真空炉のため、クイックスタートが可能

必要に応じてN2ガス

真空ポンプで炉内のO2、CO2、H2Oを排気。
⇒脱炭防止処置不要。

◆ 休止中は電源・ガスを遮断するため、監視要員不要
週末・連休前後の変則勤務シフトが軽減可能。
カレンダータイマにて立ち上げを事前予約可能で監視要員無しで立ち上げ可能
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導入効果

・雰囲気熱処理から真空熱処理への代替え→約56％のCO2排出量削減

CO2フリー電力を
50%導入した場合

約20％削減 約56％削減

100％削減

CO2フリー電力を
100%導入した場合

出典: いらすとや（https://www.irasutoya.com/）

太陽光発電、風力発電など
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まとめ

項目 既設雰囲気炉 真空連続炉 効果

①ヒータ ガスバーナ燃焼 電気ヒータ 燃焼排ガス無し

②雰囲気 H2＋CO+N2 真空（必要あればN2）
雰囲気生成・排ガス処理の

ための燃料消費無し

③断熱施工 断熱材のみ 断熱材＋水冷ジャケット 周囲放熱量の削減

④操業管理
休止中も炉温と
雰囲気環境を保持

カレンダータイマにより無人で立
ち上げ可能。休日は停止可能

休日のエネルギー消費量
を削減

⑤ロール材質 金属ロール カーボンロール 高温強度が高い材料使用可能

CO2排出量を
約56％削減

CO2フリー電力使用でカーボンニュートラル実現可能

<ローラーハース式連続真空熱処理炉納入：浜名部品工業株式会社＞
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ご清聴ありがとうございました。

大同特殊鋼株式会社
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